































































































































































































































サッカー では、「ボー ル操作」や「ボー ルを持たない時の動き」の技能が求められているが、そこでは時間的
制約がある。
表６時間的制約
ボールを止める蹴るから初めて行くんですけど、一応授業なので、安定したボール操作、これこつち（教員側）の
要求が高ければ高いほど時間が必要になる。
ここに書いているように「ゴールの枠内に安定したシュートを打てるようになる」とかそういう具体的なこといわ
れたら少し、「味方が操作しやすいパスを完全に送れる」かといったら、これをするには相当な時間がかかる。
そのケームを主として持っていきたいのであれば、この基本技能というのはせいぜい３時間ぐらいだと思うんです
よれ、４時間ぐらい。１５回だとしてもオリエンテーションして、人数多いとグループ分けとかするので、グループ分
けして基本技能１，２，３とかして、ちょっとしたタスクケームとか、小さなグループケームとかして、あと対戦と
なったらある程度（時間数を）設けとかないと今度は評価ができなくなるので､行事とかで１５時間できないことが多々
あるので、実際12時間とか。
やっぱり文科省が、述べること、思っていることと現場とはかけ離れているかなというのが一番思う所ですね。限
られた時間しかないので、限られた時間で何をこう求めるかというところの違いかなと ０
技術の獲得には、時間が不足しているという実態がある。安定したボール操作の技術はそう容易に習得する
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ことはできない。それは、ボールに触れる時間と回数に比例する。そうしたなかで、生徒が楽しめるゲームに
時間を割けば、技術獲得の時間はおのずと減少していく。ゆえに、「安定したボール操作」の獲得は望めない。
また、カリキュラム上の時間的制約がある中で、例示されている内容を獲得するには、あまりも学習時間が不
足しているようである。そうしたことから、学習指導要領の内容と現場での学習内容とが泥離しているとの印
象を抱いているようである。
（６）戦術理解
戦術学習には、その競技特性に応じた戦術的な理解が基礎となる。そうした戦術的に理解されることについ
て、レベルの難易度や時間的なことも踏まえて、以下のようにコメントしている。
表７戦術的理解度
意識づけとしては、これを言葉で言って理解する子もいると思うんですよ。けれども、やっぱり理解できない子た
ちもいると思うんですよ。
普通の子たちですよね、そのまま現象をもってこさせるのは、難しいかな。そのときだけ「そうするぞ」と言って
も、やっぱりその意味がわかっていないとその現象は出てこないですよね。基準はこっち（ボール操作）が高いです
ね。こっちやってからケーム。これはより戦術的なところになってきますよね。自分はこっち（ボールのない動き）
までは教えたことがないです。
守備の基本だと思うんですけど。それこそこれプリーズとかいれないと難しいですよね、指導は。サッカー部の生
徒だったら言えばその場で修正できると思うんですけど、良い意味が解ってないとわからないですよね。じゃあ、こ
の意味を覚える時間をどっかに作るかといったらないです。
これは空間も大事ですよね､空間までは頭に入っていない。結局目の前のことだけにしか､普通の子たちは頭に入っ
ていない。
これも、ここを理解させるまでには、それなりの特訓・訓練が必要かと思います。ただ、これは性質的にボールと
一緒に動く習性があるので素人の子たちは､「助け合いの心」を持っている生徒は必然的にカバーに入れるんですよ単
純に。人間性です、サッカー的なことではなく。何事も一生懸命する子たちは、授業も一生懸命にやる。一生懸命や
る結果、そういうカバーリングしたりします。
意図的ではなく、無意識にカバーしていました、いい生徒が。
サッカーをあまりかじってない生徒たちに対して、こういう言葉がそもそも伝わるかどうか、それをかみ砕いたと
しても果たして可能なのかどうかですね。
岩田らは、「偶然ばかりが支配するケーム（パパ抜き的ケーム）からの脱却｣'3)が、ボール運動の授業づくり
には必要であることを述べる。まさに、理解しないままでプレイして起こりうる現象は偶然でしかない。しか
しながら、例示されている内容を生徒に理解させようとしても、「伝わるかどうか」と疑問を投げかける。獲得
されるべき技能は、高度なレベルであり、それを言葉で説明しても生徒たちには、理解することが難しいとの
立場をとっている。したがって、授業において起こりうる現象は意図的なものではなく、無意識的に生じるプ
レイが多くなっているのである。
４結語
現場教員へのインタビュー調査から、学習指導要領の内容（例示）と現場とでは意識のうえで差異があるこ
とが明らかになった。
「安定したボール操作｣というサッカーの基礎的技術となる個人スキルが一般生徒には獲得されていないなか
で、「ボールを持たない時の動き」といったより専門的かつ戦術的なプレイが求められることに対して、教員側
は指導に対して苦慮していることが理解できる。また、そこには、運動嫌いの生徒や女子への対応、技術指導
よりも態度（意欲・関心）の重視、生涯スポーツへの連結、カリキュラム上での時間的制約などの影響も大き
深田忠徳：体育授業における戦術学習に関する一考察（１）５１
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そうしたなかで、学習指導要領にて例示されている難易度の高いプレイについて、どこまで教員が迫ってい
くべきなのかを模索している現状があるといえる。
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AStudyonncticsLearninginPhysicalEducation(1)
-Focusingonsoccer‐
TＭａｎｏｒｉＦＵＫＡＤＡ
Thepurposeofthisresearchistoclarifytheactualsituationof'tacticsleaming1inphysicaleducationclassandthe
consciousnessofteachersfiFomaninterviewSurveytofieldteacherwhodosoccerclasses・
Inthemethodofresearch,thisstudyconductedsemistructuredinterviews，choosingteacherwhohaveextensive
experienceassoccerexperts・Forthequestionitems,thisstudysetcontentsdescribedi、ｅａｃｈ”examplei'ｏｆ''ballcontroli’
and''movementwhennotholdingtheball''intheexplanationonthecurTiculumguidelinesinhighschool、
Asaresult,itwasclearedthatteachersarestrugglmgwithguidanceandthatthereisrecognitionthatthecumculum
guidelinesandtheschoolsidearedivergent・BecauseEvenifstudentshavenotacquiredthepersonalskillsthatbecome
thebasictechniquesofsoccercalled''skillfUlballcontrol'',teachersmustrespondtothedemandfbrmoreprofessionaland
tacticalplaｙｓｕｃｈａｓ''movementwhennotholdingthebail'Ｉ
KeyWOrds:PhysicalEducation,tactics,soccer
